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 ６月下旬の梅雨の合間の一日、越後・

守門岳（１５３７㍍）に登った。残雪と

お花畑を求めての登山である。  

 前夜、大白川の民宿に泊り、本場の八

海山をつい飲み過ぎた。  

 朝、民宿の車に大原スキー場最上部の

駐車場まで送ってもらい、９時登山開始。

ブナ林の中、最初から胸を突くような急

登である。しかもここ数日の雨でひどい

泥んこ道。スパッツをさんざん汚しなが

らヤケクソで登る。１時間程してやや正

面が開けた所がエデシ。見上げれば、こ

れから登る守門岳が堂々として大きい。 

 ここからヤセ尾根になり、ロープを垂

らした岩場や岩壁のヘツリが、しばらく

続く。  

１１時頃、ようやく道は緩やかになり、

滝ノ沢を渡る。連日の雨のため、恐ろし

い程の濁流の飛び石伝いの渡渉である。

しかし沢を抜けると、後は低潅木の斜面

となり、気持ちの良い草原が小烏

帽子を経て、はるか頂上へと続い

ている。雪渓が次々と現れ、雪面

を渡る風が心地良い。雪渓の周囲

にはゴゼンタチバナ、オウレン、

カラマツソウ、ニッコウキスゲな

どの乱舞するお花畑が広がる。  

 飽きる程の草 原風景を 楽しみ

ながら１２時、守門岳に到着した。

三角点標と石祠 のあるだ けの山

頂広場は眺望抜群のはずだが、あ

いにくの曇り空で、残念至極だっ

た。  

 守門岳から主稜線を西に２０  

分 程 も

進 ん だ

と こ ろ

に 、 守

門 の 奥

庭 の 名

で 知 ら

れ る 青

雲 と い

う 高 山

植物の宝庫があると聞き、話の種に足を

伸ばした。ところが全くの期待外れ。  

池塘をめぐる木道 の左右にニッ コ ウキ

スゲとゴゼンタチ バナがほんの チ ョボ

チョボと顔を見せる程度だった。有名な

だけに、心無い人の仕業で踏み荒らされ

てしまったのか。元の道を引き返し、１

２時４５分、守門岳山頂帰着。雨もパラ

ついてきたので食 事も早々に下 り を急

ぎ、１５時、元の駐車場で宿の車に迎え

られた。  
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